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ご 挨 拶 

この度、「第 42 回日本環境感染学会総会・学術集会」の会長を拝命いたしました国際医療福

祉大学医学部の松本哲哉と申します。歴史と伝統のある本学会の会長を務めさせていただ

くことを、大変光栄に存じます。 

 

副会長には国際医療福祉大学成田病院感染制御部の平松 玉江副看護部長、プログラム委員

長には長崎大学大学院 臨床感染症学分野の泉川 公一教授にご就任いただき、現在、鋭意準

備を進めております。会期は 2027 年 7 月 1 日～3 日、会場はパシフィコ横浜 ノース・展示

ホールにおいて開催いたします。 

 

今回の学術集会のテーマは「感染対策の基本は人、そしてその次は？」といたしました。や

はり感染対策の中心にあるのは人であり、それは患者でもあり、医療従事者でもあると思い

ます。患者を大切に思う心が、医療従事者が感染対策を行う動機になっていると思いますし、

医療従事者の人としての行動が感染対策を適切に行う基本と考えます。 

 

ただし時代が移り変わる中で、デジタルトランスフォーメーション（DX）が医療の質の向

上にも貢献しています。また、医療における AI の活用も着実に幅が広がってきています。

このような状況において、感染対策においても DX や AI といった新たなツールをどのよう

に生かせるかを考える時期にさしかかってきていると思います。 

 

医療現場は現在、収支の悪化による経営危機や人材不足、超高齢化社会による高齢患者の増

加、医薬品や医療物資の供給不足などさまざまな課題に直面しています。それでも多くの医

療従事者の努力によって、高い医療のレベルは維持されているとは思いますが、今後、ます

ます厳しい状況に立たされることが予想されます。このように医療の基盤が揺らいでいる中

で、感染対策の質をどうすれば保っていけるのか、あるいは向上できるのかということも考

えていく必要がありそうです。 

 

やや悲観的な口調になってしまいましたが、やはり学会は参加者がひとつの場所に集まっ

て、お互いの表情を見ながら意見交換をしたり、旧交を温めたりできる貴重な機会だと思い

ます。そこには多くの笑顔があります。また、他の施設で頑張っている人を見て、自分も頑

張ろうと思えるきっかけも与えてくれると思います。そのような大切な機会を与えてくれる

学会を主催する学会長の役割に感謝しながら、皆様の参加を心よりお待ち申し上げており

ます。 

2026 年 7 月吉日 

第 42 回日本環境感染学会総会・学術集会 

会長 松本 哲哉 

   (国際医療福祉大学医学部感染症学講座 代表教授 

  国際医療福祉大学成田病院感染制御部 部長） 

副会長 平松 玉江 

（国際医療福祉大学成田病院感染制御部  副看護部長) 
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開催概要 

 

1. 学会の名称 

第 42 回日本環境感染学会総会・学術集会  

 

2. 主催 

会 長 松本 哲哉（国際医療福祉大学医学部感染症学講座 代表教授、 

         国際医療福祉大学成田病院感染制御部 部長） 

副会長 平松 玉江（国際医療福祉大学成田病院感染制御部 副看護部長） 

 

3. 開催期間 

2027 年 7 月 1 日（木）～3 日（土） 

 

4. 開催場所 

パシフィコ横浜 ノース 

〒220-0012 神奈川県横浜市西区みなとみらい１丁目１−２ 

TEL 045-221-2155 

     

パシフィコ横浜 展示ホール 

〒220-0012 神奈川県横浜市西区みなとみらい１丁目１−１ 展示ホール 

TEL 045-221-2155 

   

5. 開催形式 

現地開催＋オンデマンド配信 

 

6. 開催計画の概要 

(1) 予定プログラム 

特別講演、招聘講演、教育講演、シンポジウム、スポンサードシンポジウム、 

共催セミナー、委員会企画、ICD 講習会、 

一般演題(口演、ポスター)、機器展示 等 

 

(2) 学会の主題 

『感染対策の基本は人、そしてその次は？』 

 

(3) 参加予定人員 

約 6,000 名 
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7. 主催事務局 

国際医療福祉大学医学部 感染症学講座 

〒286-8686 千葉県成田市公津の杜 4-3 

 

8．運営事務局 

株式会社コングレ 

〒103-8276 東京都中央区日本橋 3-10-5  

オンワードパークビルディング  

TEL：03-3510-3701 FAX：03-3510-3702 

E-mail: jsipc2027@m.congre.co.jp 

 

9．過去開催実績 

回数 会期 開催地 会長(敬称略) 

第 33 回 2018.2.23～24 
グランドプリンスホテル新高輪・国際館パミ

ール・グランドプリンスホテル高輪  
針原 康 

第 34 回 2019.2.22～23 
神戸国際展示場・神戸国際会議場・ 神戸ポー

トピアホテル 
竹末 芳生 

第 35 回 2020.2.14～15 パシフィコ横浜 金光 敬二 

第 36 回 2021.9.19～20 名古屋国際会議場 三鴨 廣繁 

第 37 回 2022.6.16～18 パシフィコ横浜ノース・展示ホール C＋D 吉田 正樹 

第 38 回 2023.7.20～22 パシフィコ横浜ノース・展示ホール C 満田 年宏 

第 39 回 2024.7.25～27 国立京都国際会館 飯沼 由嗣 

第 40 回 2025.7.10～12 パシフィコ横浜ノース・展示ホール C＋D 舘田 一博 

第 41 回 2026.7.9～11 パシフィコ横浜ノース・展示ホール C＋D 四柳 宏 
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10. 役員名簿 

理事長 四柳 宏（国立健康危機管理研究機構） 

副理事長 坂本 史衣（板橋中央総合病院） 

八木 哲也（名古屋大学大学院） 

理事 泉川 公一（長崎大学大学院） 

遠藤 史郎（東北医科薬科大学） 

小野寺直人（岩手医科大学） 

上灘 紳子（鳥取大学医学部附属病院） 

川村 英樹（鹿児島大学病院） 

國島 広之（聖マリアンナ医科大学） 

黒沼 幸治（札幌医科大学附属病院） 

四宮  聡（箕面市立病院） 

高野八百子（慶應義塾大学病院） 

高橋 幹夫（岩手医科大学附属内丸メディカルセンター） 

塚田 真弓（東邦大学医療センター大森病院） 

長尾 美紀（京都大学病院） 

中川 博雄（長崎大学医学部・歯学部附属病院） 

中谷 佳子（聖マリアンナ医科大学病院） 

鍋谷 佳子（大阪大学医学部附属病院） 

畑  啓昭（国立病院機構 京都医療センター） 

平松 玉江（国際医療福祉大学成田病院） 

古谷 直子（亀田総合病院） 

堀野 哲也（東京慈恵会医科大学） 

松本 哲哉（国際医療福祉大学） 

美島 路恵（東京慈恵会医科大学附属病院） 

村木 優一（京都薬科大学） 

森兼 啓太（山形大学医学部附属病院） 

栁原 克紀（長崎大学大学院） 

山岸 由佳（高知大学医学部） 

監事 小野 和代（東京科学大学病院） 

金光 敬二（東北大学大学院医学系研究科） 

吉田 正樹（新橋南桜パーククリニック） 
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共催セミナー募集要項 

学会期間中、共催セミナーを下記要項にて開催いたします。 

日程、会場については、共催企業様のご希望をお伺いさせていただきますが、 

最終的には事務局にて決定いたしますので、ご了承ください。 

 

1. 開催日(予定) 

〈モーニングセミナー〉 7 月 2 日(金)・3 日(土) 

〈ランチョンセミナー〉 7 月 2 日(金)・3 日(土) 

〈スイーツセミナー〉   7 月 2 日(金)・3 日(土) 

〈イブニングセミナー〉 7 月 2 日(金) 

〈スポンサードシンポジウム〉7 月 2 日(金)・3 日(土) 

 

2. 開催会場(予定) 

 パシフィコ横浜 ノース 

 

3. 共催金額(予定)  ※下記金額は税込となります。 

  １)共催費 

記号 セッション名 収容人数 時間 共催金額 枠数 

MS1 モーニングセミナー 約 150 席～200 席 30 分 1,000,000 円 8 

LS1 ランチョンセミナーA 約 400 席～500 席 60 分 1,980,000 円 8 

LS2 ランチョンセミナーB 約 150 席～200 席 60 分 1,716,000 円 8 

SS1 スイーツセミナーA 約 400 席～500 席 60 分 1,980,000 円 2 

SS2 スイーツセミナーB 約 150 席～300 席 60 分 1,716,000 円 5 

ES1 イブニングセミナー 約 400 席～500 席 60 分 1,980,000 円 1 

KS1 スポンサードシンポジウム 約 500 席 60 分 2,640,000 円 4 

 

※座席は原則シアター形式を予定しております。 

※プログラム編成の状況により、開催時間・セミナー数については、変更する場合があ

ります。 

 

4. 申込方法 

学会ホームページ内「協賛申込」ページよりお申し込みください。 

システムからのご登録をもちまして、正式な申し込みとみなします。 

  



7 

 

5. 申込締切 

2026 年 12 月 11 日(金) 

※会場に限りがございますため、セミナー開催数に達し次第締め切らせていただき

ます。 

6. 注意事項 

1)     テーマ、演者の選定につきましては、協賛企業様のご希望を伺い、主催事務局と

相談の上、決めさせていただきます。 

変更をお願いする場合もありますことをご了承ください。 

司会（座長）は、基本的に主催事務局で決めさせていただきますがご要望がござ

いましたら、HP の申込フォームに入力してください。 

2)   複数セッションのお申し込みも可能です。 

(例：ランチョンセミナーとイブニングセミナーの 2 セッション申し込み、等) 

3)   複数企業との共同開催も可能です。 

4)   申込受理後は、原則解約はお認めできませんのでご了承ください。 

 

〈共催費に含まれるもの〉 

項目 内容 備考 

会場 会場利用料 控室利用時間含む 

 映像オペレーター １名 

会場映像機材 プロジェクター １台 

 PC(Windows) １台 

 モニター(演台) １台 

 スライド送り装置(演台) １台 

 レーザーポインタ(演台) １台 

音響 マイク(座長席) １台 

 マイク(演台) １台 

 マイク(フロア質疑応答用) 本数会場により異なる 

照明 照明使用料 会場設備を使用 

   

 

〈共催費に含まれないもの〉 

下記の内容は共催企業様にて別途ご準備・ご負担いただきます。 

運営事務局にて手配代行をご希望の場合、会期２か月前頃に当日の実施要領と合わせてご

案内いたします。 
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項目 内容 備考 

会場 会場内での飲食物ならびに 

ケータリングに係る費用 

運営事務局にて個数をとりまとめ一括発注いたします 

 録音  

 収録  

 看板 運営事務局にて個数をとりまとめ一括発注いたします 

 弁当配布人員  

 各社資料配布人員  

 照明操作人員  

 進行・アナウンサー人員  

控室 控室内での飲食物ならびに 

ケータリングに係る費用 

運営事務局にて個数をとりまとめ一括発注いたします 

 試写用映像機材  

その他 座長・演者への謝礼・旅費 公正競争規約や公務員含む規約などに従います 

 ポスター・チラシ等の印刷物  

※座長・演者の宿泊及び交通の支給につきましては共催各社のご判断にお任せいた 

します。また、手配が必要な場合は、各社で手配をお願い致します。 

 

7. 共催金の振込について 

共催枠確定後、請求書をご担当者様宛に送付いたします。 

【振込口座】 

銀行名  ：千葉銀行 

支店名  ：成田支店(店番：286) 

口座番号：4240165 

口座名義：第 42 回日本環境感染学会総会・学術集会 会長 松本哲哉 

フリガナ：ﾀﾞｲﾖﾝｼﾞｭｳﾆｶｲﾆﾎﾝｶﾝｷｮｳｶﾝｾﾝｶﾞｯｶｲｿｳｶｲｶﾞｸｼﾞｭﾂｼｭｳｶｲ ｶｲﾁｮｳ ﾏﾂﾓﾄﾃﾂﾔ 

 

8. その他 

第 42 回日本環境感染学会総会・学術集会では、日本製薬工業協会および日本医療 

機器産業連合会が設けた「企業と医療機等の関係の透明性ガイドライン」趣旨に 

賛同し、ガイドラインに基づく情報公開の実施について承諾いたします。また、日本 

医療機器産業連合会策定の「企業活動と医療機関等の関係の透明性ガイドライン」に

基づき「貴社と医療機関及び医療関係者との関係の透明性に関する指針」に従い、学

会寄付、学会協賛に関する「学会名」とその「金額」を貴社ウェブサイト上に公開す

ることを同意いたします。 
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展示募集要項 
 

1. 出展資格 

本学会の趣旨をご理解いただける、医療関連の機器・薬品・試薬、 

書籍・システム・サービスなどの販売・取扱い企業および団体 

 

2. 出展期間 

7 月 1 日(木)  設営日 

7 月 2 日(金)～3 日(土) 出展日 
 

3. 小間タイプ・出展料 

小間タイプ 
出展料 

(消費税込) 
小間仕様 

医療機器・ 

医薬品等展示 

基礎小間 

308,000 円 

/小間 

全体仕様 ：W1,800mm×H2,100mm×D1,200mm 

バックパネル：W1,800mm×H2100mm 

社名板：W900mm×H200mm (文字のみ、スミ 1 色) 

展示台：W1,800mm×H700mm×D900mm(白布付) 

蛍光灯：1 本 

医療機器・ 

医薬品等展示 

スペース小間 

275,000 円 

/小間 
全体仕様 ： W1,800mm×D1,200mm 

ホスピタリティス

ペース 

2,750,000 円 

/スペース 
G311(122 ㎡)もしくは G411(128 ㎡) 

書籍展示小間 39,600 円/小間 展示台：W1800mm×H700mm×D900mm 

展示セミナー 

ブース 165,000 円/社 

展示会場内の一角にブースを設置いたしますので、 

そちらでブースセミナーを開催いただけます。 

※出展企業の追加申込に限る 

デジタルスタンプ

ラリー 

50,000 円 

/社 

デジタルスタンプラリーの QR コードを読み取ることによ

り参加者情報の提供（氏名・所属・職種・E-mail 想定） 

※バックパネルはシステムパネルを使用いたします。 

※社名板へのロゴ掲載、コンセント等の電気設備、オプションレンタル備品をご希望の 

場合は、別途料金となります。 

詳細は後日送付いたします出展者マニュアルにてお知らせいたします。 

※参加者のネームカードに印字されている QR コードを読み取ることで参加者情報を取

得可能です。デジタルスタンプラリーにお申込みいただいた出展者には、後日、参加

者の QR コードを読み取る専用のサイトをご連絡いたします。 
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ホスピタリティスペースは、出展社が「ブースセミナー」「展示・面談・打合わせ」

「休憩コーナー」などの目的で、学術集会開催中に使用できる専用スペースです。 

ホスピタリティスペースの仕様は各社に一任しますが、参加者に対して有意義なもの

であるようお願いいたします。なお、学術集会では、会場のみを提供するのみで、付

随してかかる費用(機材、設備使用料、料飲費等)は出展社負担といたします。 

 

4. 申込方法 

学会ホームページ内「協賛申込」ページよりお申し込みください。 

申込内容を確認後、追って請求書を郵送いたします。入金確認後、正式なお申込み

とさせていただきます。 

※出展内容が本学会の趣旨にそぐわないと判断した場合は、出展をお断りすること

があります。 

 

5. 申込締切 

2027 年 2 月 5 日(金) 

※予定小間数に達した場合には、締切日前でも申込受付を終了することもございま

すので、お早めにお申込みください。 

 

6. 出展料のお支払い 

システムからの正式申込登録後、事務局より請求書をお送りさせていただきます。 

請求書発行日より 1 ヶ月以内に小間料金を所定の口座にお振込みください。 

 

 

 

1800 

2,100 

基礎展示小間仕様 

1,800 

1,200 

ホスピタリティスペース 

スペース小間 
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7. 小間の割当て 

1) 小間位置の決定は出展物の種類、小間数、小間構成、実演の有無などを考慮

し、主催者が決定し、各出展者へ通知いたします。出展者はこの割当てに対す

る異議申立てはできませんのでご了承ください。 

※グループ会社間や協力・協同会社間での小間隣接希望がございましたら、 

お申込書の「備考」欄にご記入ください。 

2) 出展者が主催者の承諾なく小間の全部あるいは一部の譲渡・交換はできませ

ん。 

 

8. 開催会場(予定) 

パシフィコ横浜 展示ホール C＋D 

 

9. 変更・中止 

1) 主催者は不可抗力またはやむを得ない事情により、会期・開催時間などを  

変更、または開催を中止する場合があります。 

2) 中止の場合、出展料は返金いたしますが、それまでに要した主催者側の費用

は、申込小間数に応じて出展者に分担していただきます。 

なお、出展者側でそれまでに要した費用は、各社のご負担となりますので 

ご了承ください。 

3) お申込み後の貴社都合のキャンセルに関しては、 

キャンセル料が発生いたしますので、予めご了承ください。 

 

10. 搬入出スケジュール 

搬入・搬出の正式なスケジュールは 

後日配布いたします出展者マニュアルにてお知らせいたします。 

 

11. 禁止事項 

下記の項目に抵触する事項を禁止いたします。 

1) 消防法、建築法、その他関係法令、会場規定により禁止されている項目に 

抵触する行為。 

2) 小間外での展示活動、参加者、他の出展者に対して危険または迷惑を 

かける行為。 

3) 本学会、展示会の品位を下げるような行為。 

4) 申込受理後は、原則解約はお認めできませんのでご了承ください。 

 

12. 出展物の管理および事故 

1) 各出展物の管理は出展者が責任を負うものとし、盗難・紛失・損害等について、 

主催者は補償を含めた一切の責任を負いかねます。 

各社にて保険に加入する等の措置をお取りください。 

2) 出展者の行為により事故が発生した場合は、当該出展者の責任において解決 

するものとし、主催者はこれに対し一切の責任を負いません。 
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13. 振込口座 

【振込口座】 

銀行名  ：千葉銀行 

支店名  ：成田支店(店番：286) 

口座番号：4240165 

口座名義：第 42 回日本環境感染学会総会・学術集会 会長 松本哲哉 

フリガナ：ﾀﾞｲﾖﾝｼﾞｭｳﾆｶｲﾆﾎﾝｶﾝｷｮｳｶﾝｾﾝｶﾞｯｶｲｿｳｶｲｶﾞｸｼﾞｭﾂｼｭｳｶｲ ｶｲﾁｮｳ ﾏﾂﾓﾄﾃﾂﾔ 

 

14. その他 

第 42 回日本環境感染学会総会・学術集会では、日本製薬工業協会および日本医療 

機器産業連合会が設けた「企業と医療機等の関係の透明性ガイドライン」趣旨に 

賛同し、ガイドラインに基づく情報公開の実施について承諾いたします。また、日本 

医療機器産業連合会策定の「企業活動と医療機関等の関係の透明性ガイドライン」

に基づき「貴社と医療機関及び医療関係者との関係の透明性に関する指針」に従

い、学会寄付、学会協賛に関する「学会名」とその「金額」を貴社ウェブサイト上に

公開することを同意いたします。 
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広告募集要項 

 

1. ポケットプログラムへの掲載 

(1)媒体名 

第 42 回日本環境感染学会総会・学術集会 ポケットプログラム 

   

(2)発行予定部数 

6,000 部 

   

(3)配布対象 

学会参加者、関係者、協賛企業ほか 

   

(4)原稿サイズ 

B5 版(版下データ・紙焼きのいずれか) 

※可能な限り電子データ(PDF、ai データ)でお願いいたします。 

   

(5)媒体製作費用(予定額) 

2,600,000 円 

   

(6)広告料総学(予定額) 

2,123,000 円 

 

(7)掲載料 

 種類 タイプ 金額(消費税込) 募集枠数 

1 表４(裏表紙) カラー １頁 275,000 円 １ 

2 表３(裏表紙の裏) モノクロ１頁 198,000 円 １ 

3 表２(表紙の裏) モノクロ１頁 198,000 円 １ 

4 後付(記事中) モノクロ１頁 110,000 円 5 

5 後付(記事中) モノクロ 1/2 頁 88,000 円 3 

   

(8)申込締切日 

2027 年 2 月 5 日(金) 

   

(9)原稿締切日 

同上 
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2. ホームページバナー広告 

本会ホームページのトップページに貴社広告バナーを掲載いたします。(リン

ク可) 

(1)媒体名 

第 42 回日本環境感染学会総会・学術集会 ホームページ 

 

(2)閲覧対象 

学会参加者、関係者、協賛企業ほか 

 

(3)原稿サイズ 

サイズ：138px × 48 px 

形式：GIF(アニメーション可)・JPEG 

容量：20KB 程度まで 

 

(4)媒体製作費用(予定額) 

800,000 円 

 

(5)広告料総額(予定額) 

594,000 円 

 

(6)掲載料 

198,000 円 

 

(7)募集枠 

３ 枠 

 

(8)申込締切日 

2027 年 2 月 5 日(金) 

 

(9)原稿締切日 

同上 
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 3. コングレスバッグ広告 

(1) 広告内容 コングレスバッグに貴社ロゴを掲載 
 

(2) 広告掲載費 料金 1,210,000 円 （うち税 110,000 円） （応募：2 社） 

※ロゴデータをイラストレータデータと PDF で入稿してください 

（開催日配布、作成部数：7,000 部、制作費：5,000,000 円 

 

4. デジタルサイネージ広告 

(1)媒体名 

        第 42 回日本環境感染学会総会・学術集会 デジタルサイネージ広告 

         

(2)閲覧対象 

学会参加者 

   

      (2)掲載期間 

          2027 年 7 月 1 日（木）～3 日（土）の会場利用時間 

         

      (3)掲載場所 

                パシフィコ横浜ノース 2F インフォメーション付近 

         

      (4)募集内容 

          モニターへの社名・ロゴ映写 

               

      (5)掲載料 

                330,000 円 

         

      (6)募集枠 

        1 枠 

   

      (7)広告サイズ 

        49 インチ×９面モニター画面へ掲載 

   

(8)申込締切日 

2027 年 2 月 5 日(金) 

         

(9)原稿締切日 

同上 

                 

        ４. 申込方法 

学会ホームページ内「協賛申込」ページよりお申し込みください。 

システムからのご登録をもちまして、正式な申し込みとみなします。 

申込内容を確認後、追って請求書を郵送いたします。 

ご入金確認後、正式なお申込みとさせていただきます。 
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5. 掲載料のお支払い 

広告掲載枠確定後、事務局より請求書をお送りさせていただきます。 

請求書発行日より 1 ヶ月以内に掲載料を所定の口座にお振込みください。 

       

6. 振込先口座 

【振込口座】 

銀行名  ：千葉銀行 

支店名  ：成田支店(店番：286) 

口座番号：4240165 

口座名義：第 42 回日本環境感染学会総会・学術集会 会長 松本哲哉 

フリガナ：ﾀﾞｲﾖﾝｼﾞｭｳﾆｶｲﾆﾎﾝｶﾝｷｮｳｶﾝｾﾝｶﾞｯｶｲｿｳｶｲｶﾞｸｼﾞｭﾂｼｭｳｶｲ ｶｲﾁｮｳ ﾏﾂﾓﾄﾃﾂﾔ 

  

7. その他 

第 42 回日本環境感染学会総会・学術集会では、日本製薬工業協会および日本医 

療機器産業連合会が設けた「企業と医療機関等の関係の透明性ガイドライン」 

の趣旨に賛同し、ガイドラインに基づく情報公開の実施について承諾いたしま 

す。また、日本医療機器産業連合会策定の「企業活動と医療機関等の関係の透 

明性ガイドライン」に基づき「貴社と医療機関及び医療関係者との関係の透明 

性に関する指針」に従い、学会寄付、学会共催費に関する「学会名」とその「金 

額」を貴社ウェブサイト上に公開することを同意いたします。 
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1. 募金名称 

第 42 回日本環境感染学会総会・学術集会 
 

2. 募集期間 

2026 年 7 月 13 日(月)～2027 年 7 月 1 日(木) 
 

3. 募集目標額 

1,500,000 円 
 

4. 募金対象先 

企業・団体・個人 
 

5. 寄付金の使途 

第 42 回日本環境感染学会総会・学術集会・開催、運営費に充当する 
 

6. 寄付金募集責任者 

第 42 回日本環境感染学会総会・学術集会 

松本 哲哉（国際医療福祉大学医学部感染症学講座 代表教授、 

      国際医療福祉大学成田病院感染制御部 部長） 
 

7. 申込方法 

本趣意書にご賛同・ご支援いただけます場合、学会ホームページ内 

「協賛申込」ページよりお申し込みください。 
 

8. 寄付金振込口座 

お申し込み後、下記口座にお振込み下さい。 

入金の確認後、領収証を発行・郵送いたします。 

【振込口座】 

銀行名  ：千葉銀行 

支店名  ：成田支店(店番：286) 

口座番号：4240165 

口座名義：第 42 回日本環境感染学会総会・学術集会 会長 松本哲哉 

フリガナ：ﾀﾞｲﾖﾝｼﾞｭｳﾆｶｲﾆﾎﾝｶﾝｷｮｳｶﾝｾﾝｶﾞｯｶｲｿｳｶｲｶﾞｸｼﾞｭﾂｼｭｳｶｲ ｶｲﾁｮｳ ﾏﾂﾓﾄﾃﾂﾔ 
 

9. その他 

第 42 回日本環境感染学会総会・学術集会では、日本製薬工業協会および日本医療 

機器産業連合会が設けた「企業と医療機関等の関係の透明性ガイドライン」趣旨に 

賛同し、ガイドラインに基づく情報公開の実施について承諾いたします。または、日本 

医療機器産業連合会策定の「企業活動と医療機関等の関係の透明性ガイドライン」に基 

づき「貴社と医療機関及び医療関係者との関係の透明性に関する指針」に従い、学会寄

付、学会共催費に関する「学会名」とその「金額」を貴社ウェブサイト上に公開する    

とを同意いたします。 

寄付金募集要項 


